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まえがき 

 

 平成17年に作成された登山道整備技術指針（以下、技術指針とする）は、登山道侵食の要

因とメカニズムを把握し、登山道の流水をコントロールする技術によって登山道を修復する手

法を重視して取りまとめられたものである。 

 大雪山国立公園では技術指針の作成以来、試験施工も含め数々の登山道整備･管理が行われ

てきた。これらの実績をとおして、流水コントロールによる修復に関する知見が蓄積されると

ともに、登山道整備･管理を行うにあたっての問題点や課題が明確になってきた。 

 流水コントロールによる保全修復･補修は、河川の護岸・護床技術の考え方を応用したもの

であり、登山道のための技術としては未だ完成したものではなく、さらに、近年の大豪雨によ

る高山帯での登山道荒廃に対応する技術が確立されていないなど、今後も検証と改善を繰り返

しながら、大雪山に適した技術を確立していく必要がある。 

 また、平成25年７月に環境省自然環境局自然環境整備参事官室による自然公園等施設技術

指針が策定され、さらに平成27年６月に大雪山国立公園登山道管理水準の改定が行われたこ

とから、大雪山の登山道に関わる関係者が共通の認識を持ち整備・管理に取り組んでいくため

に、改定された新たな管理水準等に対応した技術指針となるように改定が求められている。 

 平成21年度から協働型と呼ばれる多くの山岳関係者の協力の元に登山道の整備や管理活動

が進められてきており、より実効性のある登山道の管理を持続的・継続的に進めていく上で、

登山道の整備や管理に対する合意形成のあり方、協働のあり方も必要とされている。 

 このような状況を踏まえ、技術指針の改定を行うものである。 
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序．登山道整備技術指針（改定版）の構成と使い方 

（１）本指針の構成 

 

 本指針は、「大雪山国立公園登山道管理水準2015年版」に基づいた登山道の整備・管理を進

めるにあたって、登山道の保全管理に携わる行政機関や山岳会等の関係者（以下、山岳関係者

という。）が、共通の認識と目標を持って効果的に取り組むために作成するものである。 

 本指針は、基本編と解説・事例編で構成され、基本編は以下の７つの項目を軸にしている。 

 

１．登山道の整備・管理の基本的なあり方 

２．これまでの登山道整備を振り返る 

３．保全修復の必要性の判断 

４．登山道の整備の方策 

５．保全修復工法 

６．登山道の維持管理方策 

７．登山道の整備・管理の実施に向けて 
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《基本編》 

 基本編では、最初に登山道整備・管理のあり方において、目標と基本方針及びランク毎の対

策の必要性を示す。続いて、近年行われた登山道整備を振り返り、登山道整備の課題を整理す

る。これらを踏まえ、大雪山の登山道の特徴を示したうえで、登山道の整備の方策において、

現地を観察するときのポイント、修復の考え方、管理水準のランク別の配慮事項を整理し、保

全修復工法における配慮事項をとりまとめる。 

 また、登山道の維持管理の方策について刈り払い、マーキング等の作業手法と留意事項をと

りまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《解説・事例編》 

 解説・事例編では、作業に係る方々が実際に修復を行うときの参考となるよう、実際の施工

事例を通して、侵食原因を判断し修復方法を考えて施工するまでの手順や配慮事項について解

説している。 

 

 

 

 

 

 

 

《解説・事例編》 

荒廃タイプ別の修復・補修方法の解説（事例を通して） 

これまでの登山道整備を振り返る 

《基本編》 

１．登山道の整備･管理の基本的なあり方 

２．これまでの登山道整備を振り返る 

３．保全修復の必要性の判断 

４．登山道の整備の方策 

５．保全修復工法 

６．登山道の維持管理方策 

７．登山道の整備･管理の実施に向けて 

補足．登山道管理水準について 
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（２）本指針の使い方 

 

 本指針は、山岳関係者が、登山道の整備･管理を行う際に活用するものである。登山道の修

復、修復済み箇所の補修、維持管理作業等を行う際に、登山道管理水準に基づいて実施できる

よう、以下のとおり判断、計画、実行、評価、改善の各段階で登山道管理水準と対応させなが

ら本指針を使用する。 

 

《保全修復（修復･補修）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《維持管理》 

 

４．荒廃箇所における 
 整備の方策 (Ⅰ-37) 

５．保全修復工法 
（Ⅰ-77） 

５．保全修復工法 
（Ⅰ-77） 

Ⅱ.解説・事例編 

７．効果的な登山道の 
整備・管理に向けて 

（Ⅰ-129） 

Ⅱ.解説・事例編 

Plan 

(計画) 

補修 
Ⅱ.解説・事例編 

 

Do 

(実行) 

Check 

(評価) 

Act 

(改善) 

登山道管理水準 登山道整備技術指針 

現況調査 

設計・施工 

点検・検証 

保全対象の明確化・ 

保全修復の必要性の判断 

３．保全修復の必要性の
判断 

(Ⅰ-25) 

利用体験・保全対策
ランクの確認 

保全修復の流れ 

Judge 

(判断) 

修復方策案の比較 

規模・仕様の検討 

「自然環境」 

「登山体験の質」 

「機能面」 

との調和 

利用体験ランク別
の方針・留意事項 

利用体験・保全対策
ランクの確認 

維持管理の実施 ６．登山道の維持管理の
方策 (Ⅰ-119) 

利用体験・保全対策
ランクの確認 

利用体験 
ランク確認 

地域内の合意形成 

利用体験・保全対策
ランクの確認 

利用体験・保全対策
ランクの確認 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《Ⅰ．基本編》
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